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ビデオ『明日をつくる人々』スクリプト 

 

¹  分・秒 画 像 説   明 
 1 0:09 県政フイルム 

県政ニュース No.２４ 
白黒ポジより 
完成年度 Ｓ・３２ 

 

2 0:17  高尾野町の一部落で起こった婦人達の活動はみ

じめな農村の生活から脱皮し豊かな農村の建設

をめざして、先ず家族計画、受胎調節グループを

結成しました。 
3 0:35  このささやかな活動が地域活動へと発展し、明る

く住みよい健康な村をつくりあげようとしてい

ます。この映画はこうした活動が県内に拡がるこ

とをめざして製作したものです。     
4 0:53 タイトル：明日をつくる人々 BGMスタート 
5 1:02 企画撮影：鹿児島広報文書課 

監修：鹿児島衛生部 
編集・録音：日本映画新社 
昭和 32年度  
後ろはＳＬ列車が走っている。 

－ 

6 1:18 駅にＳＬ電車が入ってくる。ホームに
いる数人の人々。女性２人は、天秤を

かついでいる。 

－ 

7 
 

1:28 
 

1:38 

駅の表示 高尾野町 野田郷 西出

水 
農村風景。 
畑を桑で耕す老人と女性。 

鹿児島県の北部、熊本県に接している出水郡。そ

の中央部に高尾野町があります。そのまた北部

に、とびとびに点在している 3つの部落がありま
す。この地区は、戸数 214戸。水田がわずかに３
枚。収入が少ない畑作地帯でしたから、農閑期に

は他に仕事を求めて働きに行かなければなりま

せんでした。あとに残った人は、それは老人と婦

人だけでしたから、婦人の労働は過重になってい

ました。 

8 2:11 風にゆれる木々、畑、農家の風景。 － 
9 2:16 山々や畑の農村風景 － 

10 
 

2:20 農作業を終えてとぼとぼと歩く親子。
背中に赤ちゃんを背負い、２人の子ど

もの手をひき、横にはもう一人子ども

がいる。すれ違う一人の桑を持った女

性とお互いに会釈しあう。すれ違った

後、女性は立ち止まって振り返るが、

去っていく。子どもを連れた母親が突

然しゃがみこむ。かけよる女性。 

あぜ道をとぼとぼと帰っていく親子。疲れきった

母親。来る日も来る日もただ働くだけの、せいい

っぱいの生活。これが農村の姿なのです。 
 

11 2:47 居間でノートに日記をつづるりえさ
ん。 
囲炉裏に、やかんがかけてある。 
ある農家の居間。囲炉裏で煙草を吸う

父親。横のちゃぶ台で 5人の子どもと
母親が食事をしている。 

りえさんは、今日の出来事を日誌につけながら、

暗い農村の生活、そして過去の幾つかの不幸な出

来事が次から次へとりえさんの頭をかすめてい

きました。これといって産業のない私達の村、多

くの人口をかかえて苦しい生活を続けているの

です。 
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¹  分・秒 画 像 説   明 
 12 3:13 居間の囲炉裏の横に座っている父親。 

土間で食事の後かたずけをしている

母親が倒れる。父親が駆け寄る。父親

が抱きかかえるが、意識を失っている

母親。茶碗が割れて飛び散っている。 

－ 

13 
 
 

3:34 診察する医者。病院のベットに寝る母
親。医者が脈をとっている。母親の様

子をみている医者。 

－ 

14 3:50 横で手を合わせて心配そうに寄り添
う父親。 

－ 

15 3:57 ベットを囲んで医者（ 1名）、看護婦（2
名）、父親。看護婦の一人は母親の足

をさすっている。 

－ 

 16  4:02 懐中電灯で目を照らした後、医者はマ
スクをはずし、頭を横にふる。横に看

護婦。 

－ 

17 4:17 手をあわせてふるえる、そしてベット
に泣き崩れる父親。 

18 4:23 日記をつけるりえさん。 

この人も多産と過労。そして農村にありがちな衛

生知識の乏しさが原因でした。 

19 4:30 自転車をひきながら歩く保健婦さん。
横には、桑を持って歩く女性。 

この不幸な暗い農村の生活を明るいものにした

いという決意を友達に打ちあけました。村の保健

婦さんも協力してくれました。  
20 4:41 農作業をする男性。 

会釈しながら、横を通るりえさん達。 
りえさん達 3人の活動が始まりました。 

21 4:51 自転車をひいて、着物を着たりえさん
達。女性に声をかけ、話をする保健婦

さん。 

－ 

22  4:57 
 
脇では夫が農作業をしている。手を止

めて怒鳴る夫。 
 

まず、受胎調節グループを作りましょうと呼びか

けました。主人は、けんもほろろに怒り出す始末。

とりつくしまもありません。 

23 5:12 家の中から縁側に出てくる女性（赤ち
ゃんを抱いている）。縁側には子ども

が一人座っている。お互いに会釈。 
説明する保健婦さん。頭を下げるりえ

さん達。 

次の農家を尋ねてこんなみじめな生活を改善す

るために、受胎調節グループをつくりましょうと

呼びかけました。 

24  5:27 次の家。女性はなるほど、というよう
に３人の説明に聞き入っている。姑が

それを遠くから厳しい目で眺めてい

る。 

ここでは理解をしてくれたようでしたが･･･。 

25 5:31 姑がどなり、障子を大きな音で閉め
る。 

「この忙しい時に何の話かい。子どもは授かりも

んだよ。」 
26  5:40 自転車をひく保健婦さんと歩いてい

るりえさん達。 
しかし、この人達の努力も実を結ぶ日がきまし

た。 
27 5:55 家から出てくる二人の女性と挨拶を

しあい、自転車をひいた保健婦さんを

囲んで談笑するりえさん達。 

いよいよグループ活動の組織をつくるところま

でこぎつけました。 

28 6:06 集まっている女性達。輪になって畳に
正座している。着物を着てメモを持っ

た女性達。保健婦さんが話をしてい

る。 

保健婦さんの声。 
「･･･実行に移したいと思いますので、今晩は保

健婦のくぼたさんにおいでを願ったわけでござ

います。」 
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¹  分・秒 画 像 説   明 
29  6:45 別の保健婦のくぼたさんが器具の説

明。 
「器具の説明を致します。これがペッサリー、こ

れがゼリーですね。これが、コンドーム（それぞ

れを持ち上げて名前を呼ぶ）。おわかりになりま

したですか？」 
30  6:25 女性たちはメモをとる。 

着物を着ている 3人の女性。 
－ 

31  6:24 畑を耕す 4人の女性達。モンペを着て、
白い手ぬぐいを被っている。 

ここに「千間山地区」のグループ活動が生まれま

した。こうして芽生えたグループ活動が婦人会で

も取り上げられ、「あがりだて」「たいこばし」へ

と結成されていきました。 
32 6:43 自転車に乗って来る実地指導員（女

性）。 
 

実地指導員の労を厭わず、農家を尋ねて相談に答

え、薬品などを届けてくれましたので、農家の人

達の悩みであった薬品や器具の購入も解決して

いきました。 
33 6:55 縁側で薬品を出して手渡す。 

頭を下げながら受け取る女性。 
－ 

34  7:05 箱を眺める女性。手元には薬品。 － 
35 7:10 それをにこやかに見る女性（姑）。 － 
36 7:12 沢山の鶴が空を舞う。 － 
37  7:21 舞い降りる鶴。 そして 1年。鶴の群れが訪れる頃には、このグル

ープ活動を組織的な地区活動にしていきたいと

いう機運が湧き上がっていました。  
38 7:33 役場の門。中に入って行くりえさん達

２人。 
－ 

39 7:35 役場。丸いテーブルを囲んで話す、役
場の人達とりえさん達。説明をして頭

を下げているりえさん達。 

りえさん達はみんなを代表して役場を訊ね、是

非、衛生講習会を開いてもらいたいと陳情しまし

た。 
40  7:51 学校の会場（体育館）沢山の人達。 
41 7:58 前にたって挨拶をする男性。 

 

みんなの熱意が身を結び、農村における母子保

健、栄養問題、環境衛生の改善をテーマにした講

習会が開かれました。 
42  8:03 参加者は女性ばかり。 － 
43  8:10 講習会では栄養士が栄養バランスの

グラフ（円グラフ、棒グラフ）を提示

しながら説明。 
正座をして講習を聞く女性達。 
洋服の人と着物の人と半々ぐらい。 
壇上で説明をする栄養士。 

栄養士さんの説明。 
「私達はそのいつも栄養、栄養と言っているわけ

なんですけれども、栄養と言うと何か程遠い夢の

世界のような感じがしまして…。それとお金がか

からなければ、栄養改善、食生活改善は出来ない

ではないかというような頭があるんです。やって

みますと、あの案外出来やすいんですけれど、や

るまではなかなか、まあ皆さんの努力がいります

し、やはり、それは婦人会の組織の力ということ

が盛んに言われていますけれども、やはり何と申

し上げましょうか。組織の力、グループの力でも

ってやらなければあるいは出来にくいんじゃな

いかと･･･。」 
44  8:50 フランネルグラフを使って説明する

栄養士さん。 
 

栄養士さんは農村にありがちな偏食の結果や農

村にある手近な材料を使った料理の仕方、そして

正しい食事の組み合わせをわかりやすいフラン

ネルクラフで説明してくれました。 
45 9:05 聞き入る女性達。 － 
46 9:10 衛生講習会の看板。 

講習終了後、会場から出てくる女性

達。 

この講習会はお母さん方の次の活動への足がか

りになったようです。 

47  9:19 会場から出て行く多数の女性達。 － 
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¹  分・秒 画 像 説   明 
48  9:26 高尾野町母子愛育会の看板 ここに３つの地区全員が加入する高尾野町母子

愛育会を結成しました。 
 

49 9:34 集まった女性達。その前で挨拶をする
男性。聞き入る女性達。 

男性の声 
「･･･講習衛生の向上、国民の知の増進、ひいて

は生活向上をはかることを目的としております。

ただいまご協議に頂きました実践項目を読み上

げて頂きます。松山さん、どうぞ。」 
50 

 
 9:57 一人の女性が前に立つ。読み上げる女
性。 

－ 

51 10:01 実践項目 
母子衛生についての衛生知識を広め

ましょう。 
定期健康診断と母子相談を行いまし

ょう。 
環境衛生を改めましょう。 
栄養改善をすすめましょう。 

母子衛生についての衛生知識を広めましょう。 
定期健康診断と母子相談を行いましょう。 
環境衛生を改めましょう 
栄養改善をすすめましょう 

52 10:14 拍手をする女性達（椅子に座ってい
る） 

－ 

 10:20 中断 － 
53 10:25 定期健康診断に並ぶ人々。レントゲン

車に乗り込む女性達。 
 

まず、実行に移したのは定期健康診断でした。そ

して、総会で決められた実践項目が、月々の事業

計画に従って実行されていきました。 
54 10:44 胸部のレントゲンを撮影する女性 

働く男性技師 
このことから一般の集団検診を進んで受けるよ

うになりました。 
56 10:51 次々とレントゲン車から出てくる女

性達。 
－ 

57 11:01 赤ちゃんをおぶった女性が集まって
きている。テーブルにはユニセフミル

クと書かれた箱。 

今日は赤ちゃんの健康診断日。この日はユニセフ

ミルクも分配されます。 

58 11:10 白衣と白い三角巾をつけた女性２人
が調理している。テーブルの上に鍋や

コンロ。聞き入る女性達。子どもも来

ている。ミルクを秤で計ったり、鍋の

ミルクをかきまわしている。 

同時に保健婦さんは手をとって調理法を指導し

ています。 

59 
  

11:17 
 
背負った赤ちゃんをあやしながら、ミ

ルクの調理法の実践を見ている女性

達。ボールで少量のお湯もしくは水で

粉をといて鍋にあけたり、秤でミルク

をはかる保健婦さん達。 

こうした心遣いが、農家のお母さん達には大助か

りです 

60 11:26 見つめる女性達。 － 
61 11:34 火にかけたお鍋にボールでといたミ

ルクをあけてかきまわす、おたまでミ

ルクを秤の上の缶に入れるという一

連の作業を続けている。 

－ 

62 11:40 そのテーブルの横には母子検診所の
看板。その奥に千間山公民館の看板。 
赤ちゃんをおんぶ、抱っこした母親達

が次々と中へ入っていく。 

－ 
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¹  分・秒 画 像 説   明 
63 11:45 中には、テーブルが並び、役場の人ら

しき人が座っている。用紙に記入する

母親。 
64 11:54 秤の上に赤ちゃんを載せて体重測定。 

聴診器を赤ちゃんの胸にあてる医者。 

赤ちゃんの健康診断は、部屋一杯の赤ちゃんで大

賑わいです。月々行われる健康診断は、育児の知

識に乏しい農村のお母さん達の勉強の日でもあ

ります。 

65 12:15 赤ちゃんをおんぶして、帰宅する 4人
の母親達。 

また、みんなと話し合いのできる楽しい一日でも

ありました。 
66 12:28 夜 8時をさす、大きな柱時計 － 
67 12:30 子どもとパズルをする母親。 夕食後のひととき、お母さんはかわいい子どもの

月々の身長・体重など検診の結果を母子手帳に記

入しています。 
68 12:45 居間で母子手帳に記入する母親。それ

を覗き込む父親。そして、赤ちゃんを

あやす父親。 

こうしたことに無関心であった主人も関心を持

つようになりました。 

69 13:00 ちゃぶ台をかこんで、新聞を読む父親
（時々、赤ちゃんに目をやる）、赤ち

ゃん、母子手帳に記入している母親。 

－ 

70 13:13 
 
 

母親達と子ども達が道の角に次々と

集まってくる。見送られて道を歩く子

ども達。手にはお弁当。 

農繁期の季節委託所もお母さん達の力で誕生し

ました。喜び勇んで出掛ける子ども達。 
 

71 13:32 
 
手をふる母親 2人と振り返りながら手
を振る子ども達５人。手をつないだり

した子ども達が歩いていく。 

－ 

72 13:43 オルガンをひく先生。「むすんでひら
いて」の曲。大きな輪になってオルガ

ンの音楽に合わせてお遊戯をする子

ども達。先生も２人いる。 

男性の声で放送が入る。 
「･･･今日は清掃日です。保健所や町役場の衛生

班の方々も応援に来て下さいます。皆さん、今日

は清掃日です。」 
73 14:18 集まってくる村人。 蚊やハエのいない村。そして伝染病も起こらない

住みよい健康な村の建設に皆の力が結集されて

清掃が始まりました。 
74 14:33 シャベルでどぶさらいをする男性、竹

ボウキで道路清掃をする女性達。 
－ 

75 14:39 青年団は竹やぶきり。はしごを使って
竹やぶを切る男性４人。切られた竹や

ぶを拾い束ねて運ぶ女性（モンペ、日

本手ぬぐいを被っている）。 

青年団は蚊の住みかである竹薮切りを受け持ち

ました。 

76 15:16 機械を押して各家庭を訊ねる保健所
員と村人らしき男性。 

保健所の応援で家屋内の消毒も一斉に行います。 

77 15:25 保健所員が家の外から機械で噴霧。 
保健所員は白衣、手袋、帽子を身につ

けている。 

－ 

78 15:43 道を竹箒で掃く女性達（全員一列）。
モンペに白いエプロン、手ぬぐいを被

っている。 

こうしてこの村からは昔の面影がしだいに消え

て、活気にあふれた豊かな農村に生まれ変わった

のです。 
79 

 
 15:50 台所に立つ女性。農家の改良された台
所。タイル張りで綺麗にかたずいてい

る。 

便利になった台所。 

80 16:07 カマドに燃料を入れる女性 － 
81 16:13 台所には花が飾ってある。 － 
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¹  分・秒 画 像 説   明 
82 16:16 台所にテーブルと椅子があり、そこで

ご飯を食べている父母、姑、子ども 3
人。 

楽しいお昼のひととき。午後の農作業も計画どお

り進んでいくことでしょう。 

83 16:32 梅の花 － 
84 16:40 苗木を刈る女性達。 梅の花の咲く頃ともなると、ここ特産のいずみ苗

木の出荷が始まります。 
85 17:44 桑で苗木を刈る女性達。後ろの方で

は、畑を耕す女性２人。 
－ 

86  16:50 手早く苗木を束ねる女性達。 健康そのもののお母さん達。苗木をほる手も力強

く弾みます。 
87 17:00 苗木を肩に積んで運ぶ女性や男性。 － 
88 17:21 トラックに積む男性達。 農村の一部落に発足したこの活動は、明るい農村

の建設を目指してやがて県内にひろがっていく

ことでしょう。 
89 17:30 走り去るトラック２台。 － 
90 17:46 タイトル「明日を作る人々 終」 － 
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ビデオ『生活と水』スクリプト 

 

¹  分・秒 画 像 説   明 
 1 0:13 タイトル等 『生活と水』 

企画・製作：岩波映画製作所 
後援：厚生省 

 2 0:33 農村風景 ― 
 3 0:45 水路の湧き水 これは、水の話です。水は空気と同じように豊か

に恵まれていると考えられるかもしれませんが、

しかし、果たしてそうとばかり言えるでしょう

か。 
 4 1:04 屋根。村の俯瞰図。 ― 
 5 1:11 漁港。一隻の漁船が入り江から沖へ出

て行く。 
ここは、日本海に臨む小さな村です。 
 

 6 1:18 漁港の風景。バケツ。 浜辺にある船や網、たくさん干してあるイカ、ど

この漁村でも同じような風景ですが、ここではど

のうちへ行ってもバケツか桶と天秤棒が目に付

きます。みな水汲みの道具です。そして、水汲み

が女の人の毎日の仕事の一つです。 
 7 1:37 一人の女性が天秤棒の両端に桶をぶ

ら下げて、石段を登ってくる。 
朝は早くから桶を担いで出かけていく姿が見ら

れます。 
 8  1:47 水の流れるトイの前に集まる女性た

ち。 
村の中できれいな水が出るのはここだけなので、

随分遠くからも集まっています。 
 9  1:55 石段に列を作って並ぶ女性たち。文句

を言っている。 
― 

10  2:00 トイから石の桶に受けた水を柄杓で
汲みだす女性。 

みんな早く汲みたがっていますが、山から竹のト

イで引っ張ってきたわずかな水ですから、なかな

か拉致があきません。 
11  2:07 少女、女性が天秤棒で水を担いでい

く。 
― 

12  2:16 赤ちゃんを背負った女の人が水を担
いで家に戻ってくる。桶をおいた女性

は、次にお米を釜に移す。 

男の人たちは海へ行くので、女の人たちの仕事は

いっぱいあります。 

13  2:38 土間に座り込んだ女性が、かまどに薪
をくべている。 

― 

14  2:45 急斜面で菅笠をかぶって働く女性。草
取りをしている姿のアップ。 

山の中を耕して畑を作っているのも、みな女の人

の仕事です。 
15  3:00 竹篭に衣類を入れて歩いていく手ぬ

ぐいを被った女性。 
しかも、仕事の合間をみては洗濯にも行かなけれ

ばなりません。洗濯も水がないので、10 町も離
れた隣村まで行ってしています。 
 

16  3:13 たまり水のところで、足を使って衣類
を洗う少女と、手で洗っている老女。 

― 

17  3:26 家に着いてかごを置いた女性が、土間
から天秤棒と桶を運び出す。 

夕方、一日の仕事が終わって家に帰ると、すぐ行

かなくてはならないのは、また水汲みです。明日

の朝までの分の水を汲みに行きます。 
18  3:43 水でいっぱいになったおけを体の両

側にぶら下げて、石畳を歩いていく女

性のはだしの足。 

こうして毎日毎日桶を担いで歩く距離は、合わせ

たらどんなに長くなることでしょう。 

19  3:55 住宅街の人通りのある通り。電信柱。
自転車ですれ違う男女。 

もっとにぎやかな町にも違った悩みがあります。 

20  4:02 通りのアーケード。通りをバスが通っ
ていく。 

この新潟では、井戸水が悪いのでとても水に困っ

ています。 
21  4:11 水路の両脇に集まる女性と子供。何か

を洗っているらしき人も。 
町の裏通りを流れている水が、この地方の言葉で

“ど”と呼ばれて町の人々の生活を支えています。 
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¹  分・秒 画 像 説   明 
22  4:16 水路の脇に通りから数段低くなった、

屋根つきの洗い場がある。女性が二

人、洗い物をしている。 

この“ど”には、至る所に洗い物をする場所が作ら
れています。 

23  4:24 しゃがみこんで、ネギを洗っている女
性。 

中には、台所が水をまたいで作られているところ

さえあります。 
24  4:30 ”ど“の洗い場で洗い物をする女性の

脇にかかっている端の上を、馬を引い

た男性が通っていく。 

しかし、“ど”を流れているのは、実は田んぼの

用水の余り水なのです。 

25  4:40 田んぼの隣の水路。 町から少し流れの上に行くと、田んぼになりま

す。 
26  4:46 水路の中に馬と一緒に入って、馬を洗

う男性。 
そこでは、この水で馬を洗っていることもありま

す。 
27  4:51 水路の中で脛を洗っている男性たち。 泥足も洗います。 

 
28  4:55 桶や鍬を洗う女性たち。 肥やしの桶も洗っています。 
29  4:58 “ど”に注ぎ込む排水。上方に高い煙

突が見える。 
この“ど”に流れ込むのは、田んぼの肥やしや泥水
ばかりではありません。 

30  5:05 銭湯の洗い場を掃除している男性。 風呂屋の汚れ水も流れ込んでいます。 
31  5:16 下水溝。 ― 
32  5:25 “ど”の側壁。流れ込む排水。 学校の便所から染み出た水も混じることがあり

ます。 
33  5:33 流れ込む排水のすぐ隣の勝手口で、釜

の中のお米を研いでいる女性。 
見ただけでどす黒くにごり、淀みながら流れてい

るこの水のほかには、町の人たちが使う水はあり

ません。 
34  5:38 “ど”の洗い場にうどんを洗いにきた

女性。うどんを洗っているざるのそば

をきゅうりが流れていく。 

― 

35  5:45 食器を洗っている女性の手元にも、何
かが流れていく。 

一旦、流れの上で赤痢が出たら、次々に下にまで

うつっていきます。時には、コレラまで出たのも、

みなこの水のせいなのです。 
36  5:58 “ど”の洗い場でままごと道具を洗う

少女たち。 
― 

37  6:04 橋の袂に寄せられて溜まってきたゴ
ミを鋤でかき上げている。 

方々の家で捨てたごみも混じって、下へ行くほど

ものすごくなります。 
38  6:10 女性が“ど”の水をバケツでくみ上げ、

コンクリート製のろ過装置にかけて

いる。ろ過された水はヤカンに入れら

れている。 

飲むときは、こしてから飲みますが、少し色がよ

くなるだけで、ばい菌は取り除かれはしません。 

39  6:20 農家の入り口。 しかし、こういったことは決して珍しい話ではあ

りません。 
40  6:29 農家の台所。土間で木製のお風呂に入

っている男性と上がりがまちに腰掛

けた男性が向かい合って談笑してい

る。隣で、年配の女性がまな板の上で

漬物（？）を切り、若い女性がお盆に

湯呑みをたくさん載せて立ち上がる。 

ここでも、水を汲むのが大変なので、なかなかお

風呂が立てられません。一度、お風呂をたてると

近所の人をみんな呼びます。 

41  6:42 縁側に腰掛けてお風呂に入れるのを
待つ女性たちに、先ほどの女性がお茶

を出す。 

― 

42  6:45 男性たちは、座敷で談笑している。 ― 
43  6:50 お風呂につかり、手ぬぐいで顔をぬぐ

う男性。 
30 人もの人がやって来てはいるのですから、お
風呂はいつもどろどろになってしまいます。 
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¹  分・秒 画 像 説   明 
44  6:59 畑の隣の水路脇で湿らした手ぬぐい

で赤ちゃんの顔を拭く女性。 
隣で顔を洗っていた男性が立ち上が

る。 

朝にはみんなで田んぼの流れに顔を洗いに行く

村も、たくさんあります。 

45  7:06 畑の脇の水路の流れに沿って、多くの
人が一列に並んで顔を洗っている。 

井戸水が乏しいので、豊かに流れる水の方が気持

ちが良いのです。 
46  7:10 水路の脇の石の祠。 3尺流れれば、水の神様のおかげで水はきれいに

なると言っています。 
47  7:20 手押しポンプで水をくみ上げる女性。 一つの共同井戸に 30軒以上の人々が頼っている

ところがあります。 
48  7:25 バケツや桶を持って並んで待つ女性

やこどもたち。 
ある大きな都会のすぐ近くです。日本の多くの場

所で水は、決して豊かに使われているとはいえま

せん。 
49  7:50 水がめいっぱいに張られた水。 しかし、こうして苦心して汲んできた水もいつも

安心して使えるとは限りません。 
50  7:59 顕微鏡で拡大された寄生虫（繊毛虫・

線虫） 
顕微鏡で見てみると、肉眼では分からない小さい

生き物が水の中に混じっています。 
51  8:30 大腸菌 これは糞便に混じってでた大腸菌です。こういっ

た水を知らないで飲むと、病気にかかってしまう

かもしれません。 
52  8:44 丘に囲まれたダム湖。 こういう不便や不幸と戦うために作られたのが

近代的な水道です。 
53  8:53 浄水設備。 貯水池や川、深い井戸から取り入れられた豊かな

水が浄水場に送られます。 
54  9:06 浄水設備。 浄水場は、人が使っても安全なように水をきれい

にするところです。 
55  9:15 浄水設備。 そのために長い時間かけて、濁りを取ったり、砂

で濾したりします。 
56  9:20 機械のメーター類。 そして外から汚されないところに溜めておきま

す。 
その上、塩素やさらし粉でばい菌を殺します。 

57 9:44 濾水と原水の入った二つのビーカー。 水がどんなに変わったか。右にあるのがきれいに
された水、左側が元の水です。 

58  9:48 顕微鏡で拡大された微生物。 元の水にはいろいろなものが混じっています。 
59 10:00 原水のビーカーからスポイトで水を

吸い上げ、シャーレに移す。 
― 

60 10:08 バクテリアの仲間 24 時間もすると、こんな群れにまで増えるほど
です。 

61 10:15 濾水と透明なままのシャーレ しかし、きれいにされた水では、こういうものは

除かれています。 
62 10:20 大きなモーター。パイプ。電車。 きれいにされた水は、どんどん人々の家に送られ

ます。 
63 10:35 蛇口からの水でビーカーや手、お皿、

ナスを洗っている。 
― 

64 10:40 煙突を背景に湧き上がる噴水たち。 水道は、また工場にも大量の水を送っています。 
65 11:05 焼けた鉄パイプがシャワーのように

降りかかる水で冷やされている。 
これは焼けた鉄パイプを冷やしているところで

す。 
66 11:10 消化器伝染病にかかった人の数（1 万

人当たり） 
水道のない市町村：17人 
水道のある市町村：7人 

このグラフは、水道が人間の暮らしを守ってくれ

ることを表しています。水道のないところでは、

赤痢や腸チフスにかかる人の数が、水道のあるこ

ところの倍以上です。 
67 11:27 田んぼの横の水道で男性が鍬を洗っ

ている。 
こういう水道は、今まで、大きな都会だけが持っ

ていると考えられてきました。 
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¹  分・秒 画 像 説   明 
68 11:35 田んぼの真ん中にある小さな配水小

屋。モーター。KM式簡易水道滅菌器。 
しかし、最近、幾つかの村が規模は小さくても、

整った水道を作りました。愛知県のこの村もその

一つです。 
69 11:48 井戸 鉄分の多い水しか出ない井戸は、捨てられまし

た。 
70 11:52 家に着き頬かむりを採った女性が、タ

イル張りの蛇口のある流しに立つ。 
水道が、どこの家でも女の人の仕事を助けていま

す。 
  

71 12:00 水道のある台所で、女性を手伝う少
女。 

この村では、水道が引かれたのをきっかけに、台

所の設備を仕事のやりやすいように作り変えま

した。 
72 12:05 タイル張りの改良かまどにわらをく

べるところ。 
かまども、短い時間で燃料が少なくて済む、改良

式に作りかえました。 
73 12:11 木のテーブルを囲む家族に食器を運

んでくる母親。 
食卓も、腰かけ式に直されています。 

74 12:17 屋根の上に温水器を取り付けている
男性。温水器に水が注がれていく。 

屋根の上にできたのは、太陽の熱で水を温める装

置です。朝、ここに水を上げておくと、燃料をあ

まり使わないで、お風呂に入れます。 
75 12:33 脱穀機。むしろのようなものを編む織

機。子供たちも手でみののようなもの

を編んでいる。 

そして、今までは燃料にしていた、麦わらや稲わ

らを使って、いろいろなものが作られています。 

76 12:43 水の栓をひねって、田んぼに水を入れ
ている男性。 

夏、雨の少ないときには、水道の水を田んぼの灌

漑にも回しています。 
77 12:52 鶏舎。水道から竹のトイに水が流れて

いく。 
鶏小屋には、いつもきれいな飲み水が流れるよう

になっています。 
78 12:58 

 
牛の体をホースの水で洗っている男

性。 
― 

79 13:05 お風呂に水をはる少女 もともと、共同して生活を良くしようとしていた

この村の人々にとって、水道が大きな力になった

ことは確かなようです。 
80 13:19 日本全国のうち、市に住むものは、

3200 万人、町村に住むものは、5200
万人、水道のある市には 1800 万人、
水道のある町村には、150万人。 

日本は今まで水道の少ない国でした。 

81 13:51 ボーリングなど、水道工事の様子。 しかし、戦争が終わってから新しい水道の工事が
方々で始められています。 

82 14:25 境内でロの字型になって集まってい
る人々。 

この村では、仕事を始める前の相談が、神社の杉

林の中で開かれているところです。 
83 14:30 集まった男性たち。 大勢で、どろどろの風呂にしか入れなかったお百

姓さんたちは一生懸命です。 
84 14:40 集まった消防団の人たち。 消防団の人たちは、水が足りなくて村の半分を焼

いてしまった火事のことを話しています。 
85 14:45 集まった女性たち。 家庭で働く女の人たちも、出席しています。 
86 14:52 テーブルの上に試験管やフラスコを

並べる白衣の男性たち。 
県の衛生部や保健所の技師たちも相談に加わっ

ています。 
87 14:56 テーブルの上に白い模造紙に書かれ

た図面と 
定規を置き、話ている男性。 

水道をひくためのお金の半分は、国と県が持ちま

す。 

88 15:05 神社の周囲の杉林。 村の出さなければならない分のために、この杉林

のいくらかを売る案も考えられています。 
89 15:16 方にシャベルとつるはしを担いで、家

を出てくる男性。 
この村ではもう仕事が始まっています。 
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¹  分・秒 画 像 説   明 
90 15:26 シャベルとつるはしを担いだ男性が、

かごを担いだ女性たちとすれ違う。道

の脇に手押しポンプ。 

前には田んぼの中の川で顔を洗っていた村の人

たちですが、ひと夏に 70人も赤痢にかかるよう
なことが続いて、水道はぜひ欲しいとみんな考え

ました。 
91 15:45 先ほどの男性が山道を行く。 しかし、費用が十分でないので、とにかく自分た

ちで仕事を始めています。 
92 15:50 傾斜地に一列に並んで溝を掘る男女。 ― 
93 16:15 溝の中にしゃがんで、パイプの継ぎ目

のボルトを締めている男性。少し向こ

うでは、数人で水道のパイプに土をか

けて埋め始めている。 

長野県の山にあるこの村では、いよいよ仕事が完

成に近づいています。 

94 16:23 家に向かって溝を掘る男女。 村の本道には太いパイプが埋められ、そこから

人々の家へ給水管がつながれていきます。 
95 16:27 蛇口の取り付け口を溶接する男性と

それを見守る女性たち。奥の男性は何

かを絞っている。 

― 

96 16:40 鶏舎の近くに給水管を立て、蛇口を取
り付けようとする男性。 

給水管の引かれた家には、蛇口が取り付けられて

いきます。 
97 16:45 馬小屋の脇の蛇口。（奥に囲炉裏。家

屋内の馬小屋。） 
馬小屋の近くの流しにできた蛇口もあります。 

98 16:50 小川の脇に据え付けられた蛇口。 もと使われていた小川の洗い場の上にも蛇口が

できました。 
99 16:58 水桶からあふれる水。洗い場（？） 

につけられた蛇口。 
― 

100 17:03 屋内の台所に据え付けられた（高い）
蛇口。公園のブランコに乗る子供たち

とそのそばの蛇口。 

いよいよ蛇口から水が出るようになれば、きっと

生活はきれいになり、仕事はやりやすくなるでし

ょう。 
101 17:11 水道管の一方を（？）絞っている男性。 

石のお風呂に取り付けられた蛇口。洗

い場の床も壁もタイル。 

お風呂を新しく作っている家もあります。 

102 17:23 木製の橋の脇に、枠で覆われた水道の
パイプが通っている。 

― 

103 17:30 溝の底のパイプに鍬で土をかけてい
く人たち。 

一方、山の上では水源の工事が終わりに近づいて

います。 
104 17:46 小川の湧き水 きれいな湧き水がここで集められ、したの浄水場

に送られ、 
105 17:50 コンクリート製の枡に木製の蓋を取

り付けている男性たち。 
そして、1200 人の村民と 250 戸の蛇口にまで届
くのです。 

106 17:57 水道パイプの継ぎ目のボルトを締め
る男性。 

この村の人たちにとって、水道を引くことは 25
年も前からの望みだったのですが、その望みのか

なう日はすぐです。 
107 18:07 手押しポンプの周囲に棚が作られ、そ

の中にしまわれた手押しポンプ。その

脇に設けられた消火栓。 

今まで、村には古い手押しポンプしかありません

でした。これからは消火栓が村の家を火事から守

るのです。 
108 18:13 消火栓の実験に、両手にバケツをもっ

て集まってくる女性たち。消火栓から

ほとばしり出る水。 

村のあるところでは、消火栓に水を通して試して

いるところもあります。 

109 18:21 村の中の土道で水道工事をする男性
たち。その脇を、薪や天秤棒に桶を担

いだ女性たちが通り過ぎる。 

まだ水汲みをしなければならない村の人たちは、

一日も早く水道から水が出るのを待っています。 

110 18:32 村の俯瞰図。村の通り。水路を流れる
濁った水。水路上に「屋代用水上流々

域に赤痢…行につき當分の間用水を

…ばないように注意して下さい。昭和

三十七年八月屋代町長」の看板あり。 

しかし、いまだに水に不自由するたくさんの町や

村が残っています。 
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¹  分・秒 画 像 説   明 
111 18:46 広い土道を向こうから救急車（？）が

やってくる。その脇を、天秤棒に桶を

担いだ女性たちが歩いていく。 

毎年、毎年、水が元で伝染病にかかっている人が

10 万人もいます。人々の命の危険、生活の不便
はお金に変えられるものではないでしょう。これ

らの損害を防ぎ、生活を明るくするためなら、水

道をつくる費用や努力は決して無駄なものでは

ないのです。 
112 19:10 電柱の立つ広い土道を走り去る救急

車。 
― 

113 19:17～
19:27 
タイトル「終」 ― 
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委 員 等 名 簿  

 

 

座 長 佐藤  寛 日本貿易振興会アジア経済研究所経済協力研究部主任研究員 

委 員 安藤 和雄 京都大学東南アジアセンター助教授 

    岩元 明久 農林水産省経営局普及課長 

    小國 和子 千葉大学博士課程 元青年海外協力隊員 ｽﾗｳｴｼ州村落普及員 

    小山  修 日本子供家庭総合研究所研究企画・情報部長 

    黒澤  啓 国際協力事業団企画・評価部環境・女性課長 

    齊藤 京子 農林水産省経営局女性・就農課長 

    高岡ミヱ子 元愛媛県伊予農業改良普及所長（現 県立農業大学校講師） 

    富田祥之亮 社団法人農村生活総合研究センター主任研究員 

    西潟 範子 元新潟県西蒲原農業改良普及センター次長(現 日本農業新聞) 

    水田加代子 国際協力事業団専門技術嘱託 

    水野 正己 農林水産省農林水産政策研究所国際政策部長 

 

国際協力事業団(オブザーバー) 

    西牧 隆壯 農林水産開発調査部長 

    成田 喜一  農林水産開発調査部次長 

    川口  尚  農林水産開発調査部計画課長 
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農村生活改善協力のあり方に関する研究に係るワーキンググループ編成  

 

グループⅠ（素材発掘ワーキンググループ……有用教材の収集・選択、活用に関すること） 

 チ ー フ：高岡ミヱ子 （検討会委員） 

 サ  ブ：小國 和子  （検討会委員） 

 メンバー：山本 敬子 （ＪＩＣＡ国際協力専門員） 

      関 なおみ （東京都衛生局医師）  

      和田耕太郎 （ﾍﾙｽ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ･ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 

      山崎  照美  （日本放送協会国際放送局制作センター(地域番組)） 

      兼川 千春 （立教大学博士課程） 

      服部 朋子 （検討会事務局） 

      渡邉菜穂子 （国際協力銀行） 

 

グループⅡ（経験普遍化・分析ＷＧ……戦後日本の生活改善普及活動の経験の普遍化・分

析及び国際協力への活用方法に関すること） 

 チ ー フ：佐藤  寛 （検討会委員長） 

 サ  ブ：宗像  朗 （アジア生産性機構・海外青年協力隊ＯＢ） 

      水野 正己 （検討会委員） 

 メンバー：小山   修 （検討会委員） 

      富田祥之亮 （検討会委員） 

      佐藤  仁 （東京大学新領域創成科学研究科） 

      池野 雅文 （コーエイ総研） 

      滝村 卓司 （ＪＩＣＡ） 

      大井 央久 （国際協力銀行） 

      高谷 綾子 （フリー） 

      小笠原道明 （千葉大学修士課程） 

 

グループⅢ（研修候補地・専門家養成カリキュラム検討ＷＧ……視察可能な農村生活改善

現場(素材・人材が賦存する場所)の選定、説明可能な生活改善員のリ

スト化、生活改善普及協力専門家の養成に関すること） 

 チ ー フ：西潟 範子 （検討会委員）  

  サ ブ １：渡辺 雅夫 （ＪＩＣＡ筑波国際センター・青年海外協力隊ＯＢ）  

 サ ブ ２：矢敷 裕子 （千葉大学修士課程・青年海外協力隊ＯＧ） 

 メンバー：小林  花 （ＪＩＣＡ・青年海外協力隊ＯＧ） 

      安藤 和雄 （検討会委員） 

      西田 美佐 （国立国際医療センター） 

      内田久美子 （国際協力銀行） 

 


	II. 資料編
	1. 収集資料
	2. スライド「ある生活改良普及員の一日」
	3. ビデオ「明日をつくる人々」スクリプト
	3. ビデオ「生活と水」スクリプト




